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研究成果概要 

空気シャワー中心部の高エネルギー成分の諸性質は空気シャワーの親粒子の質量を良く

反映することを利用して、我々はチベットの空気シャワー観測装置の中心部に高エネル

ギー電磁成分検出器を配置し一次宇宙線組成の研究を行っている（YAC 計画）。空気シャ

ワー観測データから一次線組成を求めるためには詳細な空気シャワーシミュレーション

が必要であり、高エネルギー領域のハドロン相互作用モデルの検証が重要である。平成

21 年度に観測を開始した 16 台のバースト検出器から成る小規模なコア検出器アレイ

（YAC16）は、その検証を目的としている。この小規模アレイが観測対象とするエネル

ギー領域はおよそ 100TeV 前後であり、直接観測によって知られている一次線組成デー

タを用いたシミュレーショ

ンと観測データとの比較に

より相互作用モデルのチェ

ックが可能である。４つの

相互作用モデル QGSJET1, 

QGSJET2, SIBYLL, 

EPOS を用いたシミュレー

ションと YAC16 で観測さ

れたバーストサイズスペク

トルの比較を図１に示す。

縦軸は１日当たりに 1 台の

バースト検出器で観測され

る事例数である。４つのモ

デルともに、概ね実験を良

 



く再現しているが、絶対強度はモデル間で相対的に約 30%の差を示している。QGSJET2

と SIBYLL が高い絶対強度を与え、QGSJET1 と EPOS が相対的に低い絶対強度を与え

る。実験データはその範囲内にあることが確認された。すなわち、空気シャワーコア観

測から求めた一次線組成に含まれるモデル依存による系統誤差は約 30％である。仮定し

た一次線組成のデータに含まれる誤差と我々の観測データに含まれる誤差を考慮する

と、実験を再現する最適なモデルを特定できる段階には至っていないが、今後更に統計

を上げて解析を進める予定である。 
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